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国土地理院による斜め写真の判読結果

http://www.gsi.go.jp/common/000094873.pdfに加筆

■：土石流出範囲

判読された土石流出

範囲の数 = 77ヶ所
八木

可部

大林

緑井

安佐町

国土地理院は，2014年8月
20日，21日に撮影した斜め
写真から，土石流出範囲を
目視判読した．

20日撮影：広島市安佐南区，安
佐北区

21日撮影：広島市阿武山周辺，
可部町（桐原・南原）

広島市安佐北区～安佐南区

三入

http://www.gsi.go.jp/common/000094873.pdf


被災地における地形と建物分布

■：土石流出範囲
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土石流出範囲のポリゴン
内に含まれる建物を推定
被災建物と定義

推定被災建物＝501棟
（非住家建物も含む）

三入



八木3丁目

緑井8丁目

131棟

90棟

21棟

13棟

推定被災建物の分布（安佐南区八木3丁目～緑井8丁目）



推定被災建物の分布（安佐南区八木8丁目～八木町）

八木8丁目

八木町

42棟

7棟



推定被災建物の分布（安佐北区三入南1丁目周辺）

三入南1丁目

24棟

14棟

可部町桐原
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まとめ

 国土地理院が公開している土石流出範囲を参考に
して，被災した建物の棟数を推定した．

 推定される被災建物棟数（非住家含む）は計約500

棟で，最も被災棟数が多かったのは，安佐南区緑井
8丁目～八木3丁目で，約270棟の建物が土石流出
範囲に含まれていた．

亡くなられた方へ深い哀悼の意を表しますとともに，被災者の皆様には心よりお見舞い
申し上げます．なお，本結果は予備的検討による推定結果です．今後の情報・解析によ
り変動する可能性があります．


